
オオムギ網斑病に対する新規EBI剤の防除効果
◇◇◇網斑病と赤かび病の同時防除が可能な薬剤です◇◇◇
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オオムギ網斑病に対する新規EBI剤の防除効果

【オオムギ網斑病】

・大麦の重要病害の一つ。
・葉に網目状の病斑を生じ、しだい
に葉が枯れ込む。
・多発すると収量低下につながる。

◆ワークアップフロアブル （有効成分：メトコナゾール）

◆シルバキュアフロアブル （有効成分：テブコナゾール）

◆ワークアップ粉剤DL （有効成分：メトコナゾール）

①オオムギ網斑病に対して、シルバキュアフロアブルおよびワーク
アップフロアブルは高い防除効果、ワークアップ粉剤DLは実用上
十分な防除効果を示します。

② これらの薬剤は赤かび病にも効果が高いので、網斑病と赤かび病
の同時防除が可能です。

③ 同時防除を行う場合は、赤かび病の防除適期に1回 薬剤散布して
ください。
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《同時防除体系の例》
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